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メ コン デ ル タの農 家 経 済 にお け る

稲 作 経 営 分 析 と経 営 問 題

西 村 博 行 *

Farm Mana畠ementAnalysisanditsProblemsofRice

Farmin色intheMekon色Delta

by

HiroyukiNISHIMURA

ThcfirstPartOfthestudyisconcernedwith actualfarmcrs'economicsituation

basedonfarm householdeconomysurveydataindeltareglOnin1972-73. Itshows

relativelyheavyweightsofexpcnditures(includingcostsoffarmingandnon-farming

businesses,;ュnd(､ostsofliving)ingrossrevenue(Table5). Thusitseemstoberather

diiYicultforindividualfarmerstosavemoneyforbuyingnewcqulPmentSandmachines.

L3ydividednetfarm revenue(orincome)perhaintotwopartsaslab()rc航(-iency(net

farm revcnucperlaborforce)andcapacityoflaborforcestoland(laborforcesperha),
the(lataofsampleprovincesintheDelta(DinhTuong,VinhIJOng, andAnGiang)

resultindifferentpatterI10fdistributioncomt,iningnetfarm revenuetoefhciencyan(1

Capacityfactors(Figures6and7).

Survcysofriceproductioncostindicateditrerencesincoststructureandpro后tabili-

tiesofricePro(lucti(,nforhighyieldingvaricticsandlocalvarietiesincludingtraditional

floatingri(､C. Forthehigh-yieldingvarieties,fairlyIntensivelab･)rrequirementsand

increased deman(lsforotherinⅠ)utlikefertilizersandchemicalsarcconsideredas

imp()rtant.

Thelastpart()fthestudydealswithseveralproblemswhichfarmersfaceonfarm-

1ng. Amongproblemswhichfarmerspointedout,watercontrolinthewetseasonand

irrlgationinthedrvs(､asonarcseriousproblems. PriceincrcaslngtCnden(,yoffcrtilizers

and(,hemicals(insecti(･idcs,pesticides,Weedicides,ctc･)areanother｡ru(:ialproblems.

Iiesides,thestudydescribesotherkindsofnecessaryinformationforfarmingandsources

()finformationwhenfarmerswanttogetthem.

【 土 地 利 用 の あ ら ま し

メコンデルタの桶の作付面韻は現在208万ha(1972年)に及ぶ｡デルタの稲作は栽培農家数

と面積規模か らみて,最 も重要な作物である｡この稲作地勘 こは,散播法によって浮き稲を栽
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培する地相と, 1回移植あるいは 2回以上の移植法によって稲作がおこなわれる地帯が含まれ

ている｡近年では高収量品種が普及 してきているので,この導入の有無や普及率で稲作の地帯

区分をすることもできる｡普通畑作物,各種の野菜 と果樹は自給用としてだけではなく,換金

作物として,農家の庭先あるいは近接地などの高畦に した圃場で生産されている｡

面積でみた場合 (1971-72年), デルタの面積は373万1la, そのうち耕地は189万haである

(表 1)O耕地化率は51% となっている｡)主要作のうち, 在来種の移植稲は104万 ha(排地面

積の55%),浮き稲は45万 illL(24%),高収 量品種が31万 ha(16%)で,耕樺の普通作物,野

莱, 果樹などをあわせても8力 IlLL(5%) しか占めない0 第 2作と しては, 在来種の稲が

2万ha(1,Ob'),1副文量品種のf削ま12力 hLL(6,%),畑作物が 4万ha(2%)を占めているO

畑作物としては落花圧,サツマイモ,キャッサバ,トウモロコシ,豆などがある(,このほか,

サ トウキビ,パインアップル,ココナッツなどが栽培されている｡ 農家の庭先では野菜,果樹

(バナナ,マンゴー,パパイヤ,マンゴスティン, ドリアンなど)が栽培され,/生産物は自家

用だけでなく,販売)削こも供されているO

家畜としては役用の牛と水牛,それに肉用豚が吏要である｡家禽知は鶏,あひるなどの肉と

卵の生産が伸びてきている｡ デルタでは自動車と トラクターが普及 してきているものの,耕作

と運搬にはいまだ役畜が大きな役割を占めている. しか し統計では役畜の飼養頭数は漸減傾向

にある｡

lI 兼 業 経 営 の 現 状

1) 農業生産と経営組繊 ･規模

メコンデルタの農業経営は水稲中心の作付け体系であることは共通であっても,細部にわた

ってみるときには地域間に差異がみ られる｡1970!1日こ始まったI一雄三農創設をLtJJL､とした農地改

革の進展により,農地の所有関係でみた自作農 と小作農といった較差は少なくなってきている｡

しかし所によっては遊休地あるいは開墾可能地を残 している,:､したがって地域的にみた経営の

特徴は,経営規模,資本装備と生産部門,ことに水稲の種類別生産形態を含んだ組み合わせに

よって類別することができ,また′生産活動の結果としての経営成果の差異としてもあらわされ

るO 稲の栽培方法別にみた土地利用の形態は図 1で,また稲の二期作の分布については図 2で

示されている｡ なお稲の作付面積 と生産統計はそれぞれ表 2と表 3に掲げてある｡ 農業の経営

形態と規模,そして資本装備と収益性に関する統計がないため,以下において南ベ トナム政府

がおこなった農業経営調査報告 (1974年)の資料を基礎として, 実態分析をおこなう｡1)報告

では調査地区は 6カ所選ばれているが,そのうちデルタ地域に含まれ,比較分析の上で意味の

1) BoCanh-n,)ng,Qua72-i)/,Nong-trai(Farm Manageme711)lazLViez72am,1974.
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項 目

署 名

Go〔ong

DinhTuong

KienHoa

KienTuong

VinhLong

VinhBinh

SaI)e(I

KienPhong

ChauDoc

AnGiang

KienGiang

PhongDinh

ChuongThien

BaXuyen

BatLieu

AnXuyen

LongAn

Total(LongAnを除く)

(%)

)29

蓑 1 メ コ ン デ ル タ に お け る 土 地 利 間 の あ ら ま し

r
主 要 作 第 r

2
面 積 :耕地面積 耕地率 :

稲 稲

57,000 46,800

168,600 114,050

210,300 124,500

232,400 27,300

166,200 91,100

230,700 135,150

81,700 56,200

262,100. 123,700

209,800 144,000

190,300 169,100

481,500 150,250

168,600 125,550

228,700 112,100

283,300 200,700

255,200 151,200

502,900 114,400

138,000 94,550

3,729,3001,886,200

100

82 - 36,700 9,200 100 200 200 400 300 1,400

68 - 61,900 37,100 1,200 1,050 8,900 3,900 5,100 25,900

59 - 79,000 27,000 700 200 2,200 15,400 4,000 6,700

12 7.200 16,700 3,400 - 1,900

52 - 31,000 50,300 550 500 5,750 3,000 10,000 16,400

58 - 113,200 20,400 700 650 200

69 10,400 23,800 15,800 200 200 5,500 300 1,200 7,900～
47113,700 200 5,200 2,600 400 1,600 100 3,100

69;125,500. ll,500 3･900∃ 1,800 1,000 200 100 - 1,700
89139,000 - 25,2001 1,200 1,000 2,000 700 - 20,000

31 58,800 66,850 20,100 700 600 700 2,500 - 2,900

74 -. 96,000 25,000 300 350 3,600 300 -.20,000

71 - 167,100 30,800 400 500 600 1,400 - 5,000

59･ - 125,000 25,000 400 400 400

23 - 110,200 3,000 100 300 800

68 - 47,800 43,100 2,000 50 1,100 500 14,600 18,500

作

畑作物

300

1,800

2,150

1,000

2,150

350

900

4,100

6,200

ll,100

5,300

1,100

500

700

200

50

51】454,6001,040,850.310,400 10,950j 6,500 33,700 29,200･20,700.118,200

24 55 16 1 2 2 1 6

注 1) 197ト72年度

2) 単位 :ha

3) CommitteefortheCoordinationofinvestigationsoftheLowerMekongBasin,"Re(10mmendationsぐOnぐぐrningAgriculturalDevelopmentwith

lmprovedWaterControlintheMekongDelta,"WorkingPaperVAJ.付属統計丑より引用｡
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Ⅲ] 1巨I移植による鵜

匠ヨ 2巨卜移植による稲

図 1 稲 の 栽 培 方 法 別 分 布

13図から引JIJして作成したじ

ある3カ所の資料のみを分析の対象とした (調査対象時期は1972年10月か ら1973年 9月まで)0

(1)DinhTuong省 ここの稲作面積は13･6万 haに及び, 各地で 普通にみられるように

1回移植法による稲作が広 くおこなわれているところである｡デルタではサイゴン寄りのとこ

ろに位置しており, 市場条件において有利である. 省の中心地 MyTho自体 も12万人の人仁｣

をもつ消費都市である｡この省では20戸の農家が選ばれている｡
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困 50%1*上

∈∃50%1久下

図2 稲 の 二 期 作 の 分 有

注 1) 節--制作, 第 二期作 とも主として高収 凱 ?]種｡ ただ し, L OngAn､

VinhLongでは二期作面積のうち,その判 まが高収 削 .-一種と在来種

の組み合わせ,J

表現を変えた.､
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表 2 省別 にみ た稲 の作木口ナ状 況

省 名 稲作面積

1

KienHoa ･ 122,000

11

VinhT3inh 133,892

SaI)ec 68,573

KienPhong . 129,500

1

AnGian妄言 180,000

KicnGiang t 161,378

PhongDinh 142,000

chuongThien ' 116,65()

BILXuycll : 220,040

1jacLieu 150,()00

1

計 2,007,265

第 1 期 作 稲 第 2期 作 稲

l

新 品 種 i在 来 種 …新 最 種 在 来 種

ll,886 34,200 ! 1,993 180

36,85() 5,000 9,024 61,800

30,000 5,()()∩ 8,120 72,50()

5,844 5.316 30,109

51,934 0 26,166 32,525

22,832 16,457 0 94,6()3

19,400 8,297 12,023 33,098

5,500 ; 5()0 119,000

3,952 . 3,540 120,300

21,15() () 133,000

13,542 5,605 3,200 139,031

32,000 87,()0()

9,720 13,528 84,122 ()

32,530 10,710 176,8()0

40,027 0 0 109,973

4,300 25,000 : () 90,0()()

341,467 118,903 j 158,898 1,299,919

注 1) 1972-73年

2) 単位 :hi1

3) 引用した質料は I)とIrlg-Vinh-(luM輔;"M;-i･dirh l･し1itgil()tLliMien-lay

Nam-phan,"1973. 原資料はSouthVietnam 農業省統計0

4) 収穫時期を中心とした区分であり,表 1の分期方法とは異なる｡,

(2)VinhLong省 2回作付けが広 くおこなわれており,高収量品種が広 く普及 している

代表的な地帯O 2回作付けには第 1期作,第 2期作ともr副又量品種の場合と,第 1期作が高収

量品種で, 第 2期作は在来品 種という場合がほぼ半分ずつであるといわれる (図2参照)｡ま

たここでは2回移植法による稲作 もおこなわれている (図 1参照).調査農家の数は15戸｡

(3)AnGiang省 伝統的な浮き稲栽培地帯であるO 調査農家の数は2O戸選ばれている｡,

表4において,それぞれの地域の調査対象農家がもつ家族構成,経営地構成,そ して主要な

家畜と農機具の所有状況がまとめられている｡､Ⅰ)inhTuong省の農家(以下では調査農家の意)

1戸当り平均経営耕地面積規模は 1.8ha,VinhLong省のそれは 2.1haである｡ これらに対

して, 粗放的な浮き稲栽培をおこなう AnGiang省の農家では平均経営耕地面積 は 5.6ha

で,最大規模では 18.5Ilaの広さにまで及ぶ｡所有関係では,自作農 と自小作農の数を合わせ

ると,どの地区で も大部分の農家が少なくとも自作地をもっていることがわかるO

主要な家畜と農機具では, DinhTuong省 とAnGiang省の半数の 農家が牛を飼養 してい

る｡ トラクター所有農家は AnGiang省で約 3分の 1の農家が所有 しており, この地域では
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表 3 省 別 に み た 稲 作 生 産 状 況

ha 当 り 生 産 量 i 第 1 期 作 稲
省 名

GoCong 94,495

I)inhTuong 344,160

KienHoa 281,700

KienTuong 69,101

VinhLOng 312,512

VinhBinh 294,527

SaDec 246,()54

KienPhong 291,500

Chau刀()C 234,478

AnGiang 326,893

KienGiang 266,124

Phongi)inh 410,000

ChuongThien 252,804

BaXuyen 526,560

VacI.ieu 408,()72

AnXuye1- 211,100

新品種 1在来種 …新 品 種

3.5 1.6 35,658

3･2 1･9 : 108,975

3.7 1.6 105,000

3.0 1.2 . 17,532

4･0 2･O ; 91･328

5･5 2･4 ; 97,228

4.0 1.7 ; 15,808

4.0 1.3 ･ 55,180

3.6 1.7 48,751

4.5 2.0 144,000

4.3 1.7 49,690

4.() 2.() 130,120

4.7 2.0 188,126

4.() 1.7 16,600

注 1) 1972-73年

2) 単位 :ton

3) 引用した質料は表2と同じ(,

1,306,965

在 来 種

第 2期 作 稲

l

新 品種 !在 来 種

51,556 ; 6,975 ! 306

7,500 ; 50,000 119,200

6,397 9,000 36,130

32,914 0 170,285

19,912 66,125 62,787

1,000 25,000 238,000

14,16() 204,510

0 104,00畑 167･713

11'210 三;;喜喜0. 日 冒芸莞

- ･ 42,840 353,600

() 0 219,946

42,500 ; 0 153,000

相対的に経営規模が大きく, トラクターや牛が稲作で重要な役割を果たしていることが推察さ

れる｡ポンプは多くの農家にとって適期かんがいのために不可欠の機具となってきている｡ま

た DinhTt10ng省の農家では噴霧機所有が普及 しているのが特徴である｡

2) 農家経済活動の成果

農家経済活動の成果は表 5に示されている｡ 農業経営活動によって得 られる農業粗収益は,

3調査地 ごとの平均でみると, DinhTtlOng省の 387千 ピアス トル2)か らAnGiang省の741

千 ピアス トルまでの幅がみられる｡農外粗収入を加えた農家粗収益は503-873干 ピアス トルに

なる｡この金額か ら,農業経営費,農外支出さらに家計支出などを差 し引いた残額が農家経済

余剰であるO この金額は地域平均値で 80-267干 ピアス トルにわたるが, 同一地域内の農家間

で もかなりの差がある｡農家経済余剰は次年度以降の投資または将来消費のためにあて られ,

実際には現金,資本財,あるいは貸付金 (または負債の返済)の形をとっているわけである｡

農家粗収益に占める農家支出は, 大消費地に最 も近い T)inhTuong省 で85%, 最 も遠 い

2) 1972-73年度における US$1.00-VN$445,その頃の US$1･00-¥270,従って ¥1･00-VN$1･65と
なる (いずれも概数)｡
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蓑 4 調査農家のあらまし(1戸当り平均)
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往1) 1972-73年度

2) lio(二と1nh-nong,Ouau ･/yNo7Jg-lraz'/a7●Vietnam ,1974.

AnGiang省で69%を占め,かなりの部分が農業経営と生活のためにあて られていることがわ

かる｡

農業経営を独立休とみなした計算では,I)inhTuong省で平均211千ピアス トル,VinhLong

省では269千 ピアス トル,AnGiang省では436千ピアス トルの農業純収益となった｡農業純収

益 も地域ごとに農家間較差がある｡ 調査農家はだいたい専業経営形態であり,地域的にみて生

活技術はほぼ一様と考えられるから,経営耕地面積当りの農業粗収益とか農業経営費は,価格

水準が安定 しているときには,ある程度内で一定の数値になる(,しか し現実には個々の農家の

技術水準や経営者能力の差によって差異がもた らされる｡

農業所得 (ここでは農業純収益にだいたい等 しい)が農業粗収益に占める比率である農業所

得率を計算 してみると, DinhTuong省で55%,VinhLong省で65%,AnGiang省で59%

になった｡農業経営費の構成内訳は雇用労働費が44%,飼料費20%,肥料費15%などが大きな

費用項目で,その他の費目はそれぞれ 5%以下 しか占めない3)(全調査農家についての構成比)0

家計支出は3調査地については一戸当り平均で158-246千ピアス トル｡これを家族 1人当り

家計支出に換算すると23-32千ピアス トル(115才未満の家族員を便宜的に0.5人とみなし, 成

3) 前掲資料第 4図参照｡
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表 5 調査農家の経済活動の成果と効率･経営要素比率

省 名

項 目

農
家
粗
収
益

農

家
支

出

農業粗収益 (1)
農外粗収益 (2)

計 (3)-(1)+(2)

農業経営費 (4)

農 外 支 出 (5)

家 計 支 出 (6)

計(7)-(4)十(5)+(6)

農家経済余剰

(8)-(3)-(7)
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注 1) 金額の単位 :VN$1,000,経営耕地面積の単位 :ha,労働力数は便宜的に15才以上の成人を1

として計算した0
2) 前表の注と同じ.

3) 平均は調査農家全戸についての平均値1ただし有意でない一部の農家の数値を除いて計算した0

人に換算 した人数当りの家計支出では27-38千 ピアス トルとなる｡デルタでは庭先で自給され

る食用作物 と魚類,にわとりやあひるの肉と卵,時には豚などが食用に供されるので, これ ら

日給分を適当に評価すれば実質的な生活のための費用 としての家計費はかなり高 くなるはずで

ある｡ 家計費のうちで巌 も大きな割合を占めるのが飲食費の51% (以下は再び全調査農家につ

いての構成比)4)と, 住居および家具 ･家財費24%などが大きな比重を占めている｡ その他の

費目はそれぞれ7%以下である｡

3) 農業経営部門の分析

デルタにおける農業経営の短期的な経営 目標は,土地利用の現状からみて,経営能力,資金,

生産設備,技術等が同定されており, 一定の経営土地面積に対 して家族労働力を投入すること

によって可能な限りの収益をあげることであり,農民は経済合理的な行動をとるという前提で

分析をおこなってみる｡ 従 って相対的に限定された土地 ha当りの土地利用の経営純収益が当

面の経営目標 となる｡資料の制約があるため,近似的な数値として,成果指標を農業経営純収

益にとってみる｡

4) 前掲資料第 3図参照｡)
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まず ha当り農業粗収益と経営耕地面積規模との関係を図 3で示すo AnGiang省では面積

規模の広がりがあるため,農家の分布が全般に広がっている｡

しかし,3haの経営土地面積規模を越えると,ha当り農業粗収益はだいたい150千ピアス ト

ル以下になってくる｡ これに対 して VinhLong省, DinhTuong省は 1･0-3･Ohaていどの

小規模農家層で,ha当り農業粗収益水準は50-550千ピアス トルまでの金額にわたる大きな差

ho当り農業粗収益 (I,000ピアストル)
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図 3 経営耕地面積規模とha′当り農業粗収益
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が生 じてきている｡ ha当り農業経営費では (図 4)AnGiang省の 3ha規模までが100千ピ

アス トル,3haを越えるとha当り経営費は規模が増大するにつれ30千ピアス トルと低 くなる

農家が多い｡同じ1･0-3.Oha層でも,VinhLong省では20-100千 ピアス トル｡DinhTuong

省は同じような規模層であるにもかかわらず30-260千ピアス トルとその広がりの幅が大きい｡

農業粗収益から農業経営費を差 し引いて, 経営耕地面積規模で除 した ha.当り農業純収益 (こ

こではha′当り農業所得 とみなすことができる)を,経営耕地面積規模との関係で 図 5にあら

わ してある｡AnGiang省では経営耕地面積規模が 3.Ohaを越えて拡大すると共に,110干ピ

アス トルの水準から30千ピアス トル-と漸減傾向を示す｡ そして小規模の 1.5-3.Oha層では

50-450千ピアス トルに分散 し,VinllI.ong省と DinhTuong省の場合,前者では50-200千

ピアス トルの層にだいたいおさまっており,後者のほうでは30干ピアス トルくらいの低い所得

層と210干ピアス トルくらいの高所得層にわかれている傾向とは対照的であるO

経営耕地と共に固定的な経営要素である家族労働力数の規模 (ここでは便且的に15才以上の

家族員数) との関連で農業純収益がどのように変わるかをみてみると,例えば DillhTuong省

の農家では,農業純収益が200千ピアス トル以上の農家は家族労働力 2人 ぐらいで 1.0～1.5ha

で実現 しているし,他方,家族労働力 4-7人 くらいで 2.0-3.Ohaの規模でも実現 している

ことが観察される｡ この中間の階層に属する農家がむしろ農業純収益は100千ピアス トル以下

にとどまっている｡つまり,規模拡大によってどの階層においても農業純収益が大きくなった

り,収益性が常に高まるとは限らないことがみられる｡

次に,資源の効率を高めるために,相対的に限定された土地を有効に利用する尺度として,

ha当り収益性をとりあげ, その指標を 経済効率と技術的な受容畳という二つの指標に分解 し

ho当 り農業純収益(I,000ピアス トル)
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て,地域別, 農家別の特徴をとらえてみる｡ ha当り粗収益 (また純収益についても同じ)は

家族労働力 1人当り粗収益と経営耕地面積 (ha)当り家族労働力数の積である｡ そこでこれら

の二つの指標- つまり家族労働力 1人当り粗収益 (純収益)は,年間にわたって農業に従事

する家族労働力 1人が働きうる労働日数に対する経営成果であるから,労働生産性の一種と考

えられ,これに対して,経営耕地面積当り家族労働力数は短期的には固定された経営要素比率

であり,土地に対する労働受容畳指標とみなしうる｡後者は長期的には,資本装備の変化一

例えば機械化が進み, トラクターによる耕転能力が増大する場合とか,新品種の導入によって

作付け回数が増大 し,土地利用度が高まったりして- により,土地に対 して結合される労働

力の比率が変わりうる｡これらの指標は,短期的には農家が採用する技術水準と農家の資源保

有量に規制されて,ある程度安定 した数をとる｡

図 6は一定の水準の ha当り農業粗収益を実現するための (図7は農業純収益の場合),これ

ら二つの生産性指標と受容違指標の経験的な結合関係を示 している｡ 調査農家の相対的な分布

農業相L&益 (l.000ピアストル)

1 2 3 4 5 家族労働力数CL)

澄営耕地面積 (hQ)

図 6 経営耕地面積当り農業粗収益
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点巣純収益(l.α)0ピアストル)

状態の特徴は次のように要約できようO

(1) ha当り粗収益

① AnGiang省では ha当り粗収益は小さく, 労働生産性は低いし,土地の労働受容量は小

さい ｡

⑧ VinhLong省では lla当り粗収益は大きく, 労働生産性は高い｡ しか し上地の労働受容

量はやや大きい程度である｡

③ DinhTuong省は ha当り粗収益は小さいグループと大きいグループにわかれている｡ 前

者のグループでは労働生産性は低 く,土地の労働受容量は大きい｡ しか し後者のグループでは

労働生産性は高 く,土地の労働受容量はやや小さい値となっている｡

(2) ha当り純収益

粗収益に占める純収益の比率である純収益率が農家によってちがうため, 個々の農家の ha

当りでみた純収益の変化が粗収益の変化とは同じ傾向になるとは限 らない｡歴史的な背景なら

びに自然的な条件のような,個々の農家にとって与えられた条件となるような事情はさておき,

経営内部条件でも米の品種,栽培技術などの相違により,純収益を構成する要因は,粗収益を

構成する要因と同じように機能するとは限らない｡
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① AnGiang省では ha当り純収益が小さなグループと大きなグループにわかれ, 前者では

労働生産性は低 く,土地の労働受容量も小さく,粗収益でみた傾向と同じである｡ しかし後者

のグループでは違 った傾向をみせ,労働生産性は高く,土地の労働受容量は小さいほうから少

し大きなほう-寄った位置,いわば中位のほうへ移動 していることが認められたO

② VinhLong省とDinhTuong省では粗収益でみた傾向と同じであるo

このように図 6と図 7は個々の農家なり,地域の集団農家がもつ現状での経営的属性と今後

の改善方向を示唆する｡ すなわち,ha当り農業純収益, したがってその前提となるha当り農

業粗収益の一定額を確保するか, その向上を目指すためには,(1)土地の労働受容量を高める

方向か,(2)労働生産性を高める万札 (3)あるいはどちらをも高める方向のいずれかの方策が

あることを示している｡ 個別農家の立場からみた土地の労働受容最を高める方策は,労働需要

の高い作物,家畜の導入,二期作を含む多毛作の導入,資本装備の高度化などが考えられ,労

働生産性を高める方向は, 高収監品種の導入,また良質の/生産物の生産,改良された栽培技術

の採用,労働生産性を高める機械 ･施設の導入などがある｡したがってデルタの農業経営を改

善するためには,まず標準的な技術と施設投資をもった農家の経営諸類型について経営成果と

効率指標を求め,それぞれの農家の経営的な位置づけをおこなうことによって,改善すべき方

向づげを見出すことができると考えられるn

T汀 稲 作 経 営 の 経 済 性

1) 費用構成と収益性

表 6は1973年雨季におけるPhongDinh,DinhTuong,KienPhong,ChauDoc,AnGiang

の諸省における水稲生産につき, 新品種 (高収量ll.7,秤)と在来種の ha当りに換算 した経済性

を示 しているO このうちKienPhong,ChauDoc,AnGiangの在来種は浮き稲である｡ 費目

の構成では, 緋起 ･整地費について D]'nhTuong省をのぞくと, いずれも新品種のほうが洪

用額は大きい.施肥量とその費用,防除費,除草費なども新品種のほうが大きい｡ ことに浮き

稲の費用は少ない｡浮き稲のかんがいのための費用は全 くない｡

ha当りに換算 したもみの生産費用 (購入,支払いなどの支出のみが計上され, 家族労働,

所有地の地代,所有資本の利子などが含まれていない)は新品種のほうが在来種よりも大きな

費用を要 し,在来種のうちでは浮き稲栽培の費用は最も少なくてすんでいる｡ もみの ha当り

生産量は DinhTuong省ではほとんど同じであるが, その他の省では新品種のほうが在来種

の場合よりも大きい｡ 浮き稲の収量も低い水準にとどまる｡ 従ってもみの単位量 (1gia)当り

費用では,PhongDinh省で新品種と在来種がほぼ同じ,DinhTL10ng省では新品種の収量が

低かったために割高な費用となったが,その他の諸省で生産される浮き稲の場合には在来種の
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表 6 稲作 1ha当り換算の費用と収益 (1973年雨季)

調 査 農 家 数 105i 56! 30L 13

新品種在来種
(浮稲)

AnGiang

新鼠種在来種
(浮稲)

耕
移

施
防

除
か

収

脱

経

営

費

起 ･敷 地

植/播 種

2.6j 1.34 4.75

⊇

計

租 利 町 216,500161,96098,100J23･8001237,64()

1,780r1,765

9,04010,900:12,100

11

41,200弓94,100.38,700

112,060】284･8001110,200;310,500194,300
注 1) 1giaのもみは 20k鮎 lgia当りの費用とはもみ 20kg当りの経営艶｣

2) 租利益-もみの価格×il三産鼠-経営費

3) 移植/播種には種 子費が含まれている (VN$6,000-10,000)0

4) 鷺本利 子,地代,租税公課などは含まれていないO

5) Mekong1)eltilProjc(･t,(lanThoUniversity の資料を引用 し,一郎を計算 した.

生 産費のほ うが新品種のそれよ りも高い費用 とな った｡ もみの価格で揺,在来種 のほ うが新品

種 よ りいず れの省で も高 くな ってい る｡ただ し浮 き稲 の場合 には米 の晶質がそれほど良 くない

ので, ほぼ同 じかや や 高い価格 とな って いるにす ぎない｡ ha当 りでみた粗利益一 収益か ら

購 入, 支払 いに あてた費用 だ けを差 し引いた 残余で, だいたい現金所得 に相 当す る顛- で

は,DinhTuong省を除 くと,新 品種 のほ うが有利 な結果 を もた らした ことが明 らかに されて

い る｡

表 7は両 ベ トナム農業省がお こな った1973年度の米 (もみ)生産費調査結果 を加工計算 した

ものである｡調査地域 と水稲 の品種, その栽培方法 な どが異 な って厳密 な比較がで きないが,

表 6でで きなか った家族労働,地代,資本利子 な どの評価がで きる資料が あるために利用 した｡

費用構成 と収 益性 において指摘で きる特徴 は,(1)ha′当 り生産量は新品種が大 きい｡(2)ha当

り労働投入量は,浮 き稲を除 く在来種 と新品種 は DinhTu()ng省ではほぼ 同 じ,そのほかでは

多い場合 も少 ない場合 もともにみ られ る｡PhongDinh省 PhuocThoi村 の事例調査5)では,

5) 次項2)でふれる ｢社会 ･経済調査｣｡
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表 7 も み の ha当 り 生 産 量,費 用,収 益

省 名

品 種 (名称)

移 植/散 播

年間作付 け回数

Kien
Giallg 1)inhTuong 】 AnGiang ･ BacLieu

在 来 種 偲 忍 te+ wTlI-27種

l

き稲) r

1 2 2 1

新 品 種 ⊇新 品 種
TN .TN-20

料 .■‖■】沌
TN

捕

価 i

ll

報 l

栽 培 時 期

苗 代 管 理 労 働

苗 代 資 材

移 植 ･栽 培 労 働

移 植 ･栽 培 資 材

季 雨 季
1判r′l

4,40(): 4,2()()

40,000; 40,200

13,800 40,200

収 穫 ･脱 穀 21,200 34,200

土 地 税 3,000 3,000

(計) (D

資 本 利 子 見 積 り

地 代 見 積 り

(合計) ②

もみ生産量 t/ha(gi乱/ha)(き1
もみ生産費 S/gia ⑧/③

もみ 価 格 S/gia ④④

×③

①

②

!,

ll

)

①

①

①

益

益

潤

収

収

租

純

利

総労働投入量 (冒) ⑥

もみ生産量当り労働量
(冒/gi乱)⑥′/③

注 1)

93,400 129,850

2,558･ 3,590

30,000: 30,0()0

2.0 (100 ) ! 2.0 (100)
1,260 】 1,6 34

1,500 F 1,950

工

150,000.195,000

56,600 65,150

24,042: 31,560
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0.61… 1.02

第 1期作 雨 季

8,750

3,250 8,500

40,200 8,500

61,500

34,200 22,000

3,000 3,000

2 1 . 1

東 1期露 順 1期露 座 季1

3,600･ 4,450 6,000

51,200 24,800 17,500

41,300 55,900 55,00()

29,600 37,000 37,800

3,000 3,000 3,00()

150,900 42,000 134,700 133,950 119,3()0

4,186 1,934

30,000 30,000

185,086 73,934

4.0 (200) 1.4 ( 70)

925 1,056

1,600 1,200

320,000･ 84,000

169,100 42,000

1

109.5: 10.0

1

1

0.55: 0.15

すべて所有地とみなすO土地税は1ha当りVN$3,000とする

3,727 3,706

30,000 30,000

168,427 167,656

4･0(200)) ･0(200)

1

842; 838

1,200! 1,300

11

240,000;260,000

1

105,300:126,050

71,573; 92,344

1

85.5 55.0

0.43 0.28

3,291

30,000

152,591

3.5(175)

872

1,300

227,500

108,200

74,9()9

38.0

0.22

2) 上地資本利子は ha当り20giaの小作料として見積り計算した (1giaは 20kg)0

3) 資本利子は3カ月利子率17%を標準とし,在園期間の1/2分について計 上

4) 1973年度｡

5) 南ベ トナム農業省の省別米生産費弧査結果の原表から加工計算したo

在来種の労働投入量が60日であり新品種のそれは70日とな っていた｡浮 き稲の場合の労働投入

量は圧倒的に少ない｡ 生産量単位 (lgia)当り労働投入量では浮 き稲の場合を除 くと新品種は

0･22-0･55日で,在来種の0･61-i.02日に対 して労働が少な くてすんでいる｡(3)ha当り費用

総額は新品種のほうが大 きい｡ (4)新品種は生産量が大きい ので, ha当り粗収益は大 きい｡

(5)もみの単位量 (1gia)当 り生産費は 同 じ理由で新品種の ほうが割安である｡ もみの価格は

地域差があるが,生産費 との相対比較で も新品種のほうが有利である｡(6)ha当りでみた利潤

- 費用を上廻 る粗収益の大きさ- で も新品種は有利である｡ 計上 された費用の中には家族

労働を雇用労賃水準で見積 った費用 とか所有す る土地の見積 り地代や投下 した所有資本に対す
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る利子見積 り鶴が含まれている｡従ってこれらを費用か ら除き,農家の所得を形成する部門所

渇(ここでは純収益にほぼ等 しい)ではどの省でも新品種のほうが有利である｡ 浮き稲の場合に

は,費用 も労働投入量も少なくてすむかわりに農家の所得 も利潤も共に最 も低い｡

2) 農業者が当面する経営問題

ここでは,デルタの中心都市 CanTho(人口17万人)が位置 して い る PhongDinh省 の

Ⅰ'huocThoi村でおこなった実態調査結果を中心として, 農業者が当面する問題点と農民の対

応について述べる｡6)PhuocThoi村は Ca.nThoか ら西北- 22km 離れたところの メコン河

に面した面積 25km2の村であるO 人目は8,772人,戸数1,421戸で大部分が農家である｡稲作

を中 心とし, 高収鼠新品種が比較的多 く導入されてきている｡ CanTho大学がおこなった調

査戸数は160戸であり, 1戸当り平均経営耕地面積は 1.2ha,76%の農家が自作, 8%が白小

作農家であった｡

役畜は村で81頭しか飼養していない｡ 農業経営調査を実施 した35戸のうち,役畜を飼養 して

いた農家は全 く無 く, 8戸の農家は耕転機 (7-12馬力)を所有 していた｡

メコン河に近い低地 と,その河に注 ぐ小河川と運河が村を横切っている｡ 住居はこれらの川

と運河に沿って並び,圃場はその背後に広がっている()したがって耕地は常時湛水の状態にあ

るところか ら,雨季になると河川の洪水によって水位が増 して くるところ,そして時期的に降

雨と河川か らのかんがいに触って雨季の二期作が可能になるような条件のところがある｡

栽培されている稲は高収量品種では TN-5が最 も多く,TN-20も見かけることがで きる

(いずれも1回移植)｡在来種ではSoc-soNang-som-rang (散播または 1回移植) とBakhieu

(2回移柚)が多く栽培されている｡

調査農家の土地利用については,(1)新品種と在来種を共に栽培 した農家は46戸あり,総面

積は 62haになっているo l戸当りの栽培面積では 1.3haになるO(2)年間に新品種だけを組

み合わせて栽培 した農家は31戸で延面積は 37ha,1戸当りの栽培面積では 1.2haであった.

(3)雨季の新品種だけしか栽培 しなかった農家は36戸で 33ha′,1戸当り0.9ha｡ (4)在来種 し

か栽培 しなかった農家は8戸,12ha,1戸当りでは 1.5haといった結果が示されていた｡ な

お haノ当り収量は在来種が2.7トンであるのに対 し,高収巌晶種は3.7トンという水準であった｡

この村の農民が指摘 した最大の 問題は水不足 (43%),次いで肥料 ･農薬などの 価格の値上

りである (38%)o それに続 く問題は運営資金の不足 (13%)などがあるO 稲作にとって重要

なかんがい問題に限定 した質問に対 しては42%の農家が未解決の問題をもっており,問題をも

っている農家のうち36%は水の供給が意のままにならない,32%がかんがい用ポンプを持って

6) (lanTho大学の Khiem氏は1974年7月に ｢社会･経済調査｣"Socio-economicSurvey"を当地でおこ
ない,筆者西村の農業経営調査は同じところで8月におこなわれた｡ ここでは両方の調査結果が引用
されている｡
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いない,19%が圃場にかん ･排水用の堤防がないといった問題を指摘 している｡ そしてかんが

いに関する施設と機具の不備が稲作の 低収量をもたらしたことを 訴えていた (60%の農家)｡

かんがい問題を解決するための方法として46%の農家はかんがい用ポンプの設置,31%の農家

は堤防の建設,21%の農家は導水路の建設を求めている｡ ちなみに,この調査農家のうち58%

は既にかんがい用ポンプを所有 し,このほかに 3%の農家はポンプを共同利用 している｡そし

て降雨または潮の満干に依存してかんがいしている農家は39%に及んでいる｡

｢農業経営調査｣7)では,農民が最も切実に感ずる問題はかんがい問題 (18%),肥料 ･農薬

などの価格の上昇 (17%),天候の不服 (17%),雇用労働者の不足 (11%),資金の不足 (9%)

などであった｡そして彼らが求める情報の種期は,技術に関して病虫書防除に関する対策 (ll

%),大雨,判 まつ,洪水などの自然的災告についての情報 (8%),施肥方法,米の価格の動

向に関する情報 (それぞれ 6%ずつ)などが指摘されていた｡これらに関する情報は近隣の農

衣,知人,友人などによってもたらされることが多 く (25%),農業改良普及所か らの情報 (14

%),自分の経験に従 うはかないとする農民 (11%)などがこれに続いていた｡

そして近年の高収量品種の導入によって土地生産力は増大し,その効果は,新品種の採用と

共に,肥料の増投と農薬の導入による,あるいは改良された肥培管理方法の効果 もあるといっ

た点が農民によって指摘されていた｡

1＼ ま と め

メコンデルタの稲作は現状においては,幾つかの栽培形態があり,それらはいずれもそれぞ

れの土地条件,水の供給条件など自然的な要凶にうまく適応させ られてきている｡農業経営は

これら水稲を主要作とし,苗場近接地帯では野菜,果樹,その他の耕種作物とわずかの家畜 ･

家禽飼養と性産がおこなわれ,生産物は農家の自給用に供されると共に,換金作物として市場

へ販売されている｡

稲作については,近年導入されてきた高収崖品種はデルタでかなり普及 してきていることが

統計で明らかにされ,個別農家においてもそれ らは有利な作物であることが調査資料によって

示された｡ しかし経営の運営支出 (農業経営が主) と家計支出が粗収益に占める比重の高さか

ら,農家の資本蓄積- ひいては新設備への投資- に限界がみられたO

農民が当面する問題では,かんがいと自然的災害,肥料 ･農薬の価格騰貴などが切実な問題

とされ,それらの解決のために施肥方法と病虫害防除方法,自然的災害についての技術的情報,

そして米のイ捌名動向に関する経済的情報が積極的に求められていた｡

またかんがいがもつ重要性について,簡易ポンプが比較的普及 している農村でも,なおかつ

7) 以下は全面的に酉村の r農業経営調査｣結果 (35戸)にもとづく｡
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多くの農家が水の供給に関心をもち,かなりの農家ではかんがい用ポンプを持たないか,かん

･排水用の堤防が欠けていることがみられた｡従って現段階では簡易ポンプと簡易堤防の建設

をおこなうと共に,現状でみられる以上に大規模なかんがい ･排水用の施設と揚水機などが導

入されることが重要になって くる｡ 新品種の普及あるいは多毛作化,さらに畜産 ･水産資源の

利用を含んだ多角化はいまや地域開発と個別農家の現金収入源の確保 (生活基盤の確保)のた

めには欠 くべか らざる条件になってきている｡

なお残された問題として,短期的には農家が米を有利に販売できるような貯蔵施設や精米数

値の改良と増設,肥料 ･農薬の改良と安定的供給,とくに道路,柄,運河などの交通 ･運輸手

段の改善,購買 ･販売 ･加工 ･運輸事業をおこなう農業協同組合の育成,近代的な農業金融制

度の導入と資金供給, 教育と農業改良普及事業の 推進など, 解決されるべき多 くの 問題があ

る｡
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